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は
じ
め
に

　

鎌
倉
幕
府
が
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
十
二
月
二
十
六
日
、
御
家
人
所
領

回
復
令
＝
武
家
徳
政
令
（
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
第
一

巻　

鎌
倉
幕
府
法
』
第
二
部
追
加
法
四
三
三
〜
四
三
五
。
以
下
同
書
所
収
史
料

は
「
追
加
法
＋
番
号
」
で
表
記
）
を
発
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
将

軍
藤
原
頼
経
上
洛
直
後
の
延
応
二
年
（
一
二
四
○
）
に
も
「
凡
下
の
輩
買
領
買

地
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」（
追
加
法
一
四
五
）
が
発
布
さ
れ
、
凡
下
・
借
上
・
非
御

家
人
の
御
家
人
所
領
買
得
が
禁
止
さ
れ
て
い 
る 
。
文
永
四
年
の
武
家
徳
政
令
は
、

（
１
）

こ
の
延
応
の
御
家
人
所
領
回
復
令
を
継
承
す
る
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、
研
究

史
上
で
は
「
最
初
の
『
徳
政
令
』（
御
家
人
の
所
領
回
復
令
）」・「
幕
府
徳
政
令

の
嚆
矢
」
と
し
て
そ
の
画
期
性
を
高
く
評
価
さ
れ
て
き 
た 
。

（
２
）

　

ま
た
、
こ
の
法
令
以
後
、
文
永
五
年
七
・
八
月
（
追
加
法
四
四
一
・
四
四

二
）・
同
九
年
十
二
月
（
追
加
法
四
五
一
）・
同
十
年
七
月
（
追
加
法
四
五
二
）

に
も
武
家
徳
政
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
網
野
善
彦
氏
は
、
文
永
四
年
の
武
家
徳

政
令
が
発
布
さ
れ
る
社
会
的
背
景
に
、
正
嘉
の
飢
饉
に
よ
っ
て
活
発
化
し
た
非

農
業
民
的
な
人
々
の
経
済
的
・
暴
力
的
な
活
動
の
広
が
り
に
伴
う
御
家
人
所
領

の
流
動
化
を
想
定
し
て
お
り
、
西
谷
地
晴
美
氏
は
文
永
十
年
の
飢
饉
と
モ
ン
ゴ

ル
襲
来
の
危
機
に
伴
う
立
法
と
し
て
、
文
永
十
年
の
武
家
徳
政
令
を
評
価
し
て

い 
る 
。
こ
れ
ら
文
永
年
間
に
出
さ
れ
た
一
連
の
「
文
永
武
家
徳
政
令
」
の
発
布

（
３
）

契
機
と
し
て
、
飢
饉
な
ど
に
伴
う
社
会
の
変
動
と
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
危
機
が
措

定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
研
究
の
現
状
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
文
永
武
家
徳
政
令
」
が
社
会
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
変
え

た
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
の
が
、
宝
月
圭
吾
氏
と
新
田
一
郎

氏
で
あ
る
。
宝
月
氏
は
、
売
買
地
に
関
し
て
何
ら
か
の
違
乱
が
生
じ
た
場
合
に

本
直
を
弁
償
す
る
旨
を
約
し
た
「
本
銭
弁
償
売
券
」
か
ら
、
売
買
契
約
の
時
点

で
「
一
定
期
間
以
内
に
、
あ
る
い
は
一
定
期
間
以
後
に
、
本
直
を
以
て
買
い
戻

す
と
い
う
条
件
が
売
買
の
頭
初
か
ら
付
帯
し
て
い
る
」
い
わ
ゆ
る
「
本
銭
返
売

券
」
へ
の
変
化
の
要
因
を
「
文
永
武
家
徳
政
令
」
に
代
表
さ
れ
る
幕
府
の
政
策

に
求
め
て
い 
る 
。
こ
の
宝
月
氏
の
議
論
を
受
け
て
、
新
田
氏
は
、「
徳
政
令
」
に

（
４
）

代
表
さ
れ
る
非
局
所
的
・
一
般
的
な
規
範
・
法
が
、
鎌
倉
中
期
以
前
か
ら
存
在

し
た
局
所
的
・
個
別
的
な
了
解
に
依
存
し
た
秩
序
意
識
と
摩
擦
を
起
こ
し
つ
つ

在
地
社
会
に
浸
透
し
て
い
く
初
段
階
と
し
て
「
文
永
武
家
徳
政
令
」
を
位
置
付

け
て
い 
る 
。

（
５
）

　

こ
の
よ
う
に
研
究
史
を
通
観
す
る
と
、「
文
永
武
家
徳
政
令
」
は
社
会
の
変
動

と
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
危
機
に
よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
法
令
群
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

ら
の
法
令
群
総
体
が
社
会
の
構
造
を
変
化
さ
せ
て
い
く
契
機
と
し
て
理
解
さ
れ

て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
文
永
武
家
徳
政
令
」
を
構
成
す
る

個
々
の
法
令
の
具
体
的
な
発
布
契
機
と
発
布
に
よ
る
社
会
へ
の
影
響
の
程
度
な

ど
の
問
題
は
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、以
上
の
研
究
史
整
理
を
踏
ま
え
、「
文
永
武
家
徳
政
令
」の
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
文
永
四
年
の
武
家
徳
政
令
（
以
下
「
文
永
四
年
令
」
と
表
記
）
の

発
布
契
機
と
そ
の
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
文
永
四

年
令
の
具
体
的
な
発
布
理
由
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
網
野
氏
が
正
嘉
の

飢
饉
と
の
関
連
を
、
佐
々
木
銀
弥
氏
、
本
郷
恵
子
氏
が
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
危
機

と
の
関
連
を
想
定
し
て
い
る 
が 
、
具
体
的
な
論
証
の
結
果
得
ら
れ
た
見
解
と
は

（
６
）

い
え
な
い
。
ま
た
、
文
永
四
年
令
が
、
本
来
、
こ
の
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て

い
た
御
家
人
社
会
内
部
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
文
永
四
年

令
の
持
つ
固
有
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と

│ 
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い
え
よ
う
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
、
文
永
四
年
令
が
発
布
さ
れ
た

直
接
の
背
景
と
、
文
永
四
年
令
が
御
家
人
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
試
案

を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

文
永
四
年
令
の
法
文
解
釈

　　

文
永
四
年
令
は
、
追
加
法
四
三
三
・
四
三
四
・
四
三
五
の
三
つ
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
文
永
七
年
（
一
二
七
○
）
に
は
、
幕
府
は
「
文
永
四
年
式
目
三
箇
條
」

と
こ
れ
ら
の
法
令
を
呼
び
、
そ
の
う
ち
、
四
三
三
・
四
三
四
を
「
御
沙
汰
煩
た

る
」
と
い
う
理
由
で
撤
回
し
て
い
る
（
追
加
法
四
三
三
・
四
三
四
・
四
四
三
・

四
四
四
）。
ま
ず
、
文
永
四
年
令
の
前
半
部
の
全
文
を
あ
げ
よ
う
。

【
史
料
１
】（
追
加
法
四
三
三
・
四
三
四
）

　
　
　

條
　々

文
永
四
年
十
二
月
廿
六
日
評
定

一
、
以
所
領
入
質
券
令
売
買
事
（
追
加
法
四
三
三
）

　

右
、
御
家
人
等
、
以
所
領
或
入
質
券
、
或
令
売
買
之
條
、
為 
V 

１
５ 

W 
之
基

１
５

歟
、
自
今
以
後
、
不
論
御
恩
私
領
、
一
向
停
止
沽
却
并
入
流
之
儀
、
可

令
辨
償
本
物
也
、
但
非
御
家
人
輩
事
、
被
載
延
応
制
之
間
、
不
及
子
細

歟
、

　

一
、 
以
所 
領
和
与
他
人
事
（
追
加
法
四
三
四
）

被
棄
破

　

右
、
閣
子
孫
譲
他
人
譲
之
條
、
結
構
之
趣
、
甚
非
正
義
、
不
謂
御
恩
私

領
、
向
後
可
被
召
彼
和
与
之
地
也
、
但
以
一
族
并
傍
輩
子
息
、
年
来
令

収
養
者
、
非
制
之
限
焉
、 

以
上
二
箇
条
、
為
御
沙
汰
煩
之
間
、
被
棄
破
畢
、
文
永
七
五
九
臨
時
評
、

        

　
　
　
 

陸
奥
守
殿 

（
北
条
時
茂
）

　
　
　
 

相
模
式
部
大
夫
殿 

（
北
条
時
輔
）

　
【
史
料
１
】
は
、
御
家
人
が
所
領
を
売
買
あ
る
い
は
質
入
れ
し
た
結
果
、
御
家

人
所
領
が
流
動
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
、
御
家
人
所
領
の
売
却
・
質
入
れ

を
禁
止
し
、
質
入
れ
さ
れ
た
所
領
に
つ
い
て
は
「
本
物
」
＝
元
金
を
弁
償
す
る

こ
と
で
取
り
戻
し
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
「
但
し
非
御
家
人
の
輩
の
事
、
延
応

の
制
に
載
せ
ら
る
る
の
間
、
子
細
に
及
ば
ざ
る
か
」
と
す
る
付
則
規
定
で
あ
る
。

「
子
細
に
及
ば
ざ
る
か
」
と
い
う
文
言
は
、
素
直
に
読
め
ば
、「
本
法
の
適
用
範

囲
と
し
な
い
」
と
解
釈
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
適
用
範
囲
」
外
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問

題
を
考
え
る
た
め
に
、「
延
応
の
制
」
と
さ
れ
た
先
行
法
令
を
検
討
し
て
み
た
い
。

【
史
料
２
】（
追
加
法
一
四
五
）

延
應
二　

四

　
　

一
、
凡
下
輩
不
可
買
領
買
地
事　

四　

廿
五　

二　

五　

廿
五

同
日

右
、
以
私
領
令
沽
却
事
、
為
定
習
之
由
、
先
度
雖
被
書
載
、
自
今
以
後

者
、
縦
雖
為
私
領
、
於
売
渡
凡
下
之
輩
并
借
上
等
者
、
任
近
例
可
被
収

公
彼
所
領
也
、
又
雖
為
侍
已
上
、
非
御
家
人
者
、
不
及
知
行
、
又
、
以

山
僧
為
地
頭
代
官
事
、
可
被
停
止
之
由
、
被
載
事
書
畢
、

　
【
史
料
２
】
は
、
延
応
二
年
（
一
二
四
○
）
五
月
二
十
五 
日 
に
出
さ
れ
た
御
家

（
７
）

人
所
領
回
復
令
で
あ
る
。
こ
の
法
令
は
、
承
久
の
乱
以
降
増
大
す
る
国
家
的
課

役
の
転
嫁
を
中
心
と
し
た
御
家
人
役
、
寛
喜
の
大
飢
饉
、
将
軍
藤
原
頼
経
の
上

│
三 
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洛
を
原
因
と
し
た
御
家
人
の
窮
乏
状
況
を
踏
ま
え
、
御
家
人
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
だ
け
で
な
く
、
御
家
人
所
領
総
体
を
保
護
・
統
制
の
対
象
と
す
る
た
め
に
発

布
さ
れ
た
も
の
で
あ 
る 
。
こ
の
法
令
で
は
、
凡
下
・
借
上
に
売
り
渡
し
た
御
家

（
８
）

人
所
領
は
収
公
す
る
こ
と
、
侍
以
上
の
身
分
を
持
つ
者
で
あ
っ
て
も
御
家
人
所

領
を
持
つ
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。【
史
料
１
】
の
付
則
「
但
し
非
御
家
人
の

輩
の
事
、
延
応
の
制
に
載
せ
ら
る
る
の
間
、
子
細
に
及
ば
ざ
る
か
」
と
い
う
文

言
は
、
御
家
人
以
外
の
人
物
が
御
家
人
所
領
を
所
有
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る

【
史
料
２
】
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、「
非
御
家
人
は
（
御
家
人
所
領
を
持
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
が
）
延
応
の
制
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
そ
も
そ
も
）

こ
の
法
の
適
用
範
囲
外
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。【
史

料
１
】
は
、
ま
さ
し
く
御
家
人
所
領
回
復
立
法
＝
武
家
徳
政
令
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、【
史
料
１
】
の
第
二
条
「
所
領
を
以
て
他
人
に
和
与
す
る
の
事
」
で
は
、

「
恩
領
」
＝
年
来
の
奉
仕
や
軍
功
に
よ
っ
て
鎌
倉
殿
か
ら
与
え
ら
れ
た
故
、
原

則
と
し
て
売
却
不
可
能
な
所
領
と
、「
私
領
」
＝
「
養
和
」
以
前
か
ら
御
家
人
が

相
伝
し
、【
史
料
２
】
発
布
ま
で
は
自
由
に
売
却
で
き
た
所 
領 
と
も
に
他
人
へ
の

（
９
）

贈
与
を
禁
止
し
、
違
反
し
た
場
合
、
所
領
を
収
公
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
一
族
な
ら
び
に
傍
輩
子
息
を
以
て
、
年
来
収
養
」
の
場
合
は
和
与
を
認
め
る

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
は
、
御
家
人
か
ら
非
御
家
人
へ
の
所
領
移
動

だ
け
で
な
く
、
御
家
人
間
の
所
領
移
動
も
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
原
則
か
ら
外
れ
る
の
が
「
一
族
な
ら
び
に
傍
輩
子
息
を
以
て
、
年
来
収
養
」

と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
、「
一
族
な
ら
び
に
傍
輩
子
息
を
以

て
、
年
来
収
養
」
さ
れ
た
者
が
、
あ
る
御
家
人
を
惣
領
と
す
る
武
士
団
の
構
成

員
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
事
態
を
示
し
て
い
る
。

　

幕
府
は
、
御
家
人
役
賦
課
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
惣
領
制
を
一
三
世
紀
中
葉
に

制
度
化
し
て
い
�
。
こ
の
惣
領
制
は
父
系
の
一
族
を
基
本
的
な
賦
課
単
位
と
し

て
い
た
が
、
御
家
人
間
の
姻
戚
関
係
な
ど
に
よ
る
賦
課
単
位
の
一
部
流
動
化
が

現
実
に
は
容
認
さ
れ
て
い
�
。
惣
領
制
が
機
能
す
る
限
り
に
お
い
て
、
御
家
人

間
の
所
領
移
動
を
認
め
る
と
い
う
の
が
幕
府
の
姿
勢
で
あ
る
。【
史
料
１
】
の
第

一
条
と
第
二
条
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
幕
府
は
や
は
り
【
史
料
１
】
に
よ
っ
て

御
家
人
所
領
を
固
定
化
し
、
惣
領
制
の
運
用
に
よ
っ
て
御
家
人
役
賦
課
を
確
実

に
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
二
箇
条
か
ら
な
る
【
史
料
１
】
は
「
以
上
二
箇
条
、
御
沙
汰
煩
い
た

る
の
間
、
棄
破
せ
ら
れ
畢
ぬ
。
文
永
七
五
九
臨
時
評
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
御

家
人
か
ら
の
訴
え
が
殺
到
し
た
た
め
、
訴
訟
に
破
綻
を
き
た
し
、
撤
回
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
事
実
を
も
っ
て
、
こ
の
法
令
を
単
な
る
幕
府
の
失
政
と
捉
え
て

は
な
ら
な
い
。
安
達
泰
盛
の
弘
安
徳
政
に
お
い
て
も
、
寺
社
領
回
復
と
と
も
に

御
家
人
所
領
回
復
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
て
い
た
こ
と
は
、
近
年
の
研
究
で
明

ら
か
に
さ
れ
た
通
り
で
あ
�
。
実
際
、
幕
府
は
文
永
九
年
令
・
十
年
令
（
追
加

法
四
五
一
・
追
加
法
四
五
二
）
を
発
布
し
て
お
り
、
従
来
の
研
究
も
認
め
て
い

る
よ
う
に
、
文
永
年
間
に
幕
府
が
御
家
人
所
領
保
護
の
政
策
を
放
棄
し
た
と
は

い
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
章
以
降
、
幕
府
が
、
な
ぜ
文
永
四
年

（
一
二
六
七
）
十
二
月
と
い
う
時
点
で
、
御
家
人
所
領
の
回
復
や
御
家
人
所
領

移
動
の
制
限
を
図
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み

た
い
。

第
二
章　

文
永
年
間
の
異
常
気
象
と
文
永
四
年
令

　

西
谷
地
晴
美
氏
は
、
延
応
の
御
家
人
所
領
回
復
令
（
追
加
法
一
四
五
）
と
文

（ 　
 

）
１０た

　

（ 　
 

）
１１た
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）
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永
十
年
令
（
追
加
法
四
五
二
）
に
つ
い
て
、
飢
饉
状
況
に
よ
る
御
家
人
所
領
流

動
化
の
抑
止
政
策
と
し
て
の
側
面
を
見
い
だ
し
た
。
中
世
災
害
史
に
関
す
る
現

在
の
研
究
の
到
達
点
を
踏
ま
え
る
と
、
飢
饉
・
災
害
と
武
家
徳
政
令
の
関
連
を

見
出
す
西
谷
地
氏
の
視
角
は
、
文
永
四
年
令
の
発
布
契
機
を
考
え
る
上
で
も
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

藤
木
久
志
氏
が
十
〜
十
七
世
紀
前
半
の
気
象
災
害
に
関
わ
る
史
料
を
網
羅
的

に
収
集
し
た
成
果
に
学
び
、
文
永
四
年
令
前
後
の
気
象
状
況
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
ま
ず
文
永
二
年
頃
か
ら
京
都
・
鎌
倉
双
方
で
大
雨
が
降
っ
て
い
た
形
跡

が
あ
り
、
そ
の
影
響
か
、
若
狭
国
太
良
荘
、
摂
津
国
勝
尾
寺
領
で
損
亡
が
発
生

し
て
い
る
。
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
鎌
倉
で
起

こ
っ
た
「
雨
降
る
。
晩
、
泥
、
雨
に
交
じ
り
て
降
る
。
希
代
の
恠
異
な
り
」（『
吾

妻
鏡
』
文
永
三
年
二
月
一
日
条
）
を
始
め
と
し
て
、
相
模
・
陸
奥
で
泥
混
じ
り

の
雨
が
降
り
、
同
年
四
〜
八
月
に
は
、
京
都
・
近
江
・
摂
津
な
ど
の
西
国
を
中

心
と
し
て
大
風
・
大
雨
の
被
害
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
大
雨
の
影
響
で
能
登
国

法
住
寺
領
で
は
洪
水
が
起
こ
り
、
寺
領
が
流
失
し
て
い
る
。
文
永
四
年
（
一
二

六
七
）
に
入
っ
て
も
諸
国
の
大
雨
は
や
ま
ず
、
同
年
六
月
・
八
月
に
は
京
都
で

止
雨
奉
幣
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大
雨
は
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
五
月

ま
で
継
続
し
た
が
、
六
月
に
入
る
と
一
転
し
て
「
炎
旱
旬
に
渉
る
。
定
め
て
民

の
憂
い
有
る
か
。
祈
雨
奉
幣
・
神
泉
掃
除
な
ら
び
に
御
読
経
等
申
し
沙
汰
す
べ

き
の
由
、
仰
せ
下
さ
る
」（『
吉
続
記
』
文
永
五
年
六
月
二
十
五
日
条
）
と
い
う

旱
魃
状
況
に
変
化
す
�
。

　

以
上
の
よ
う
な
文
永
二
〜
四
年
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
網
野
善
彦
氏
が
文

永
四
年
令
発
布
の
要
因
と
し
て
見
い
だ
し
た
飢
饉
の
影
響
に
よ
る
社
会
変
動
と

は
、
正
嘉
の
飢
饉
の
影
響
と
い
う
よ
り
、
よ
り
直
接
的
に
文
永
二
〜
四
年
の
異

常
気
象
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
方
が
正
確
で
あ
ろ

（ 　
 

）
１３る

　

う
。
こ
の
不
安
定
な
気
候
状
況
が
御
家
人
の
窮
乏
化
を
促
進
し
、
御
家
人
所
領

の
流
動
化
を
誘
発
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
御
家
人
側
は
、
流
出
し
た
所
領

の
回
復
要
求
を
行
う
だ
け
の
正
当
性
を
そ
れ
な
り
に
自
認
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
当
該
期
の
御
家
人
は
中
世
の
国
家
軍
事
・
財
政
基
盤
と
し
て
認
知
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
所
領
に
関
し
て
も
「
関
東
御
領
」（
武
家
領
）
と
い
う
国
家
的
保
護

対
象
と
し
て
支
配
者
層
の
認
知
を
受
け
つ
つ
あ
っ
�
。
幕
府
が
売
買
・
借
財
に

よ
っ
て
流
出
し
た
御
家
人
所
領
回
復
を
「
本
物
を
弁
償
せ
し
む
べ
し
」
と
い
う

条
件
付
き
で
認
め
た
背
景
に
は
、
御
家
人
・
御
家
人
所
領
が
国
家
的
課
役
の
財

源
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
国
家
的
保
護
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
社
会

認
識
が
定
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

  
そ
し
て
御
家
人
所
領
の
流
動
化
は
、
幕
府
が
志
向
す
る
御
家
人
役
賦
課
制
度

で
あ
る
惣
領
制
の
機
能
不
全
に
直
結
す
る
。
文
永
四
年
令
で
御
家
人
間
の
所
領

移
動
が
「
年
来
収
養
」
の
「
一
族
」
と
「
傍
輩
子
息
」
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
、
幕
府
が
惣
領
制
の
維
持
に
関
し
て
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

第
三
章　

文
永
四
年
令
と
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
「
噂
」

　

前
章
で
は
、
文
永
四
年
令
発
布
の
背
景
に
、
文
永
二
〜
四
年
の
異
常
気
象
に

よ
る
御
家
人
所
領
の
流
動
化
と
国
家
的
課
役
の
財
源
で
あ
る
こ
と
を
自
認
す
る

御
家
人
た
ち
の
所
領
回
復
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
文

永
四
年
令
発
布
の
社
会
的
要
因
・
国
内
的
要
因
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
れ
で
は
、
文
永
四
年
令
発
布
の
背
景
に
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
社
会

変
動
と
い
う
国
内
的
要
因
の
み
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
文
永

四
年
令
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
で
、
御
家
人
社
会
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
蒙
っ
た

（ 　
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の
で
あ
ろ
う
か
。

　

文
永
四
年
令
す
な
わ
ち
「
文
永
四
年
式
目
三
箇
條
」
の
後
半
部
は
、【
史
料

１
】
と
同
日
に
発
布
さ
れ
た
御
家
人
所
領
関
係
立
法
で
あ
る
。
重
要
な
史
料
で

あ
る
の
で
、
全
文
を
掲
出
し
よ
う
。

【
史
料
３
】（
追
加
法
四
三
五
）

一
、
離
別
妻
妾
知
行
前
夫
所
領
事　

文
永
四　

十
二　

廿
六

　

右
、
有
功
無
過
之
妻
妾
、
雖
被
離
別
、
前
夫
不
能
悔
返
所
譲
与
所
領
之

由
、
被
載
式
目
畢
、
而
離
別
之
後
、
嫁
于
他
夫
、
猶
知
行
彼
所
領
之
條
、

為
不
義
歟
、
自
今
以
後
、
於
嫁
于
他
夫
者
、
早
可
被
召
上
所
譲
得
所
領

也
、
次
非
御
家
人
之
輩
女
子
并
傀
儡
子
・
白
拍
子
及
凡
卑
女
等
、
誘
取

夫
所
領
、
令
知
行
者
、
同
可
被
召
之
、
但
為
後
家
有
貞
節
者
、
非
制
之

限
矣
、

　
【
史
料
３
】
は
、「
御
成
敗
式
目
」
二
一
条
で
認
め
ら
れ
て
い
た
「
功
有
り
過

ち
無
き
」
妻
が
離
縁
し
た
場
合
、
夫
か
ら
譲
与
さ
れ
た
所
領
を
知
行
し
続
け
る

権
利
を
否
定
し
、彼
女
が
前
夫
の
所
領
を
保
持
し
た
ま
ま
再
嫁
す
る
こ
と
を「
不

義
」
と
断
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
の
夫
に
嫁
い
だ
場
合
は
、
そ
の
所
領
を
召

し
上
げ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
家
と
し
て
貞
節
を
尽
く
さ
な
い

「
非
御
家
人
の
輩
の
女
子
な
ら
び
に
傀
儡
子
・
白
拍
子
及
び
凡
卑
の
女
」
が
夫

を
籠
絡
し
て
所
領
を
知
行
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。【
史
料
３
】
か
ら
は
、
幕

府
が
御
家
人
の
所
領
を
御
家
人
に
戻
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
、
そ
し
て
そ
の
結

果
と
し
て
犠
牲
に
な
る
の
が
、
御
家
人
社
会
に
関
わ
り
を
持
っ
た
女
性
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。【
史
料
３
】
は
撤
廃
さ
れ
た
形
跡
を
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
、

文
永
四
年
十
二
月
を
契
機
と
し
て
幕
府
は
御
家
人
社
会
に
お
け
る
女
性
の
権
利

を
制
限
す
る
政
策
に
踏
み
切
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

  
な
ぜ
、
幕
府
は
、
御
家
人
所
領
を
持
つ
女
性
の
権
利
を
制
限
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
論
と
し
て
は
、
女
性
の
改
嫁
を
媒
介
と
し
て
惣
領
制
の

ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
固
定
さ
れ
る
べ
き
所
領
が
流
動
化
す
る
事
態
を
抑
止
し
よ
う

と
す
る
政
策
を
想
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
当
該
期
の
対
外
関
係
に
目
配
り
す

る
な
ら
ば
、【
史
料
１
】
〜
【
史
料
３
】
を
幕
府
が
発
布
す
る
、
よ
り
具
体
的
な

事
情
が
鮮
明
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
４
】『
外
記
日
記
』
文
永
四
年
十
月
二
十
一
日
�

廿
一
日
〈 
甲
□
〉 　
豊
明 
節
□ 
﹇　
　
　
　
　
　
　
　

﹈　

■
■
■
初
度
、
外

　
〔
辰
〕 

　
　
〔
会
〕

大
﹇　
　
　
　
　
　
 

﹈□
可 
﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
来
蒙
古
国

〔
座
カ
〕　

﹇　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
云
々
、

【
史
料
５
】『
外
記
日
記
』（
新
抄
）
文
永
四
年
十
一
月
二
十
五
日
�

廿
五
日
〈
戊
申
〉
高
麗
牒
状
到
来
、
蒙
古
国
打
取
高
麗
、
又
可
打
日
本
之

由
云
々
、

　
【
史
料
４
】
は
欠
損
が
激
し
い
が
、
朝
廷
内
部
で
「
蒙
古
国
」
の
存
在
が
既
に

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
つ
づ
く
【
史
料
５
】
は
さ
ら
に
具
体
的
で
あ
る
。

「
蒙
古
国
高
麗
を
打
ち
取
る
。
ま
た
、
日
本
を
打
つ
べ
し
」
と
い
う
高
麗
か
ら

の
「
牒
状
」
は
、
未
確
定
の
情
報
な
が
ら
日
本
の
支
配
者
層
に
と
っ
て
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
を
敵
性
国
家
と
み
な
す
に
十
分
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
。

　

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
は
じ
め
て
論
及
し
た
の
は
、
佐
伯

弘
次
氏
で
あ
る
。
佐
伯
氏
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
使
者
が
、
日
本
の
従
属
を
も
と
め

る
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
を
携
え
て
高
麗
を
出
発
し
た
の
が
文
永
四
年
九
月
二
十
三

（ 　
 

）
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日
で
あ
り
、
高
麗
の
使
い
が
大
宰
府
に
到
着
す
る
の
が
翌
文
永
五
年
正
月
で
あ

る
こ
と
か
ら
、【
史
料
５
】
の
記
事
を
、
九
月
末
に
モ
ン
ゴ
ル
の
使
者
一
行
が
対

馬
に
到
着
し
、
そ
れ
を
対
馬
守
護
代
（
宗
氏
）
が
大
宰
府
経
由
で
六
波
羅
探
題
・

幕
府
に
伝
達
す
る
際
、
京
都
に
到
着
し
た
使
い
か
ら
京
都
の
公
家
社
会
に
情
報

が
流
れ
た
と
考
え
て
い
�
。

　

モ
ン
ゴ
ル
・
高
麗
か
ら
の
情
報
は
、
大
宰
府
の
武
藤
氏
↓
六
波
羅
探
題
↓
鎌

倉
幕
府
↓
朝
廷
の
順
に
報
告
が
な
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
文

永
四
年
十
月
段
階
で
は
幕
府
は
モ
ン
ゴ
ル
の
使
者
が
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
お
り
、
十
一
月
二
十
五
日
以
前
に
は
、「
高
麗
牒
状
」
の
趣
旨
か
ら
モ
ン

ゴ
ル
が
敵
対
的
な
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。【
史

料
４
】・【
史
料
５
】
の
内
容
が
、
六
波
羅
探
題
か
ら
幕
府
に
報
告
す
る
前
に
朝

廷
に
漏
洩
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
場
合
で
も
、
重
要
な
連
絡
事
項
で
あ
れ
ば
京

都
・
鎌
倉
間
の
使
者
は
三
日
か
ら
四
日
で
鎌
倉
に
到
着
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
�

と
文
永
四
年
十
二
月
始
め
に
は
、
幕
府
は
「
蒙
古
国
高
麗
を
打
ち
取
る
。
ま
た

日
本
を
打
つ
べ
し
」
と
い
う
情
報
を
得
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
文
永
四
年
令
が
発
布
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
理

由
は
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
高
麗
か
ら
の
「
牒
状
」

に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
来
襲
の
危
機
を
認
識
し
た
鎌
倉
幕
府
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の

戦
争
に
備
え
、
軍
役
の
基
盤
と
な
る
御
家
人
所
領
を
確
保
・
回
復
さ
せ
る
た
め
、

文
永
四
年
令
を
発
布
し
、
あ
わ
せ
て
惣
領
制
の
維
持
・
強
化
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。
高
麗
の
牒
状
の
表
現
は
、
武
力
行
使
の
可
能
性
を
ち
ら
つ
か
せ
て
は
い
る

が
日
本
の
従
属
を
促
す
趣
旨
を
持
つ
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
よ
り
過
激
で
あ
る
。

「
高
麗
牒
状
」
に
は
、
長
く
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
略
を
受
け
た
高
麗
独
自
の
判
断
が

含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
高
麗
牒
状
」
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
情
報
は
、
文
永
四
年
末
段
階
で
は
、
あ
く
ま

（ 　
 

）
１７る

　

（ 　
 

）
１８る

　

で
も
「
噂
」
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
異
常
気
象
に
伴
う
御
家
人
所
領

の
流
動
化
と
い
う
国
内
的
危
機
と
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
「
噂
」
と
い
う
対
外
的
危

機
意
識
が
、
文
永
四
年
令
を
生
み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
文
永
四
年
令
が
「
戦

争
」
と
い
う
男
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
前
提
と
し
て
発
布
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

女
性
の
所
領
知
行
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
【
史
料
３
】
か
ら
読
み
取
れ

る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

モ
ン
ゴ
ル
襲
来
が
現
実
化
す
る
と
、
鎌
倉
幕
府
や
九
州
の
現
場
の
守
護
た
ち

が
、
女
性
を
「
非
器
」
と
し
て
所
領
知
行
の
不
適
格
者
と
み
な
す
よ
う
に
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
�
。
そ
の
萌
芽
は
、
い
ま
だ
モ
ン
ゴ
ル
の
国
書
を
読
ん

で
も
い
ず
、
高
麗
か
ら
の
「
蒙
古
国
高
麗
を
打
ち
取
る
。
ま
た
、
日
本
を
打
つ

べ
し
」と
い
う
間
接
的
な
情
報
に
接
し
た
段
階
で
、迅
速
に
武
断
的
対
応
を
と
っ

た
鎌
倉
幕
府
と
い
う
政
権
の
心
性
の
な
か
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
文
永
四
年
令
が
発
布
さ
れ
る
具
体
的
背
景
と
こ
の
法
令
発
布
の

社
会
的
影
響
を
考
察
し
、
以
下
の
知
見
を
得
た
。

①
文
永
四
年
令
が
発
布
さ
れ
る
国
内
的
要
因
は
、
文
永
二
〜
四
年
に
か
け
て
の

異
常
気
象
と
そ
れ
に
伴
う
急
激
な
御
家
人
所
領
の
流
動
化
で
あ
り
、
中
世
国

家
の
軍
事
・
財
政
基
盤
を
自
認
す
る
御
家
人
た
ち
の
所
領
回
復
運
動
を
受
け

た
幕
府
は
、
彼
ら
の
要
求
に
応
じ
、
幕
府
ひ
い
て
は
中
世
国
家
の
財
政
基
盤

を
維
持
す
る
た
め
に
「
本
物
」
弁
償
と
い
う
条
件
つ
き
で
御
家
人
所
領
取
り

戻
し
を
認
め
、
か
つ
御
家
人
役
賦
課
制
度
で
あ
る
惣
領
制
の
維
持
政
策
を
打

ち
出
し
た
。

②
文
永
四
年
令
が
発
布
さ
れ
る
対
外
的
要
因
は
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
「
噂
」
で
あ

（ 　
 

）
１９る
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り
、「
噂
」
の
段
階
で
す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
争
を
想
定
す
る
と
い
う
鎌
倉

幕
府
の
武
人
政
権
と
し
て
の
性
格
が
露
出
し
た
結
果
、
幕
府
は
御
家
人
た
ち

の
要
求
を
く
み
上
げ
、
文
永
四
年
令
を
発
令
し
た
。

③
軍
事
立
法
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
文
永
四
年
令
は
女
性
の
所
領
知
行
を
制
限

す
る
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
二
度
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
後
も
軍
事
的
緊
張
下
に

あ
っ
た
御
家
人
社
会
に
お
い
て
女
性
の
地
位
が
低
下
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
御
家
人
の
窮
乏
化
に
対
す
る
救
済
策
と
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の

危
機
に
対
す
る
対
応
策
と
い
う
点
で
は
、
文
永
四
年
令
は
「
文
永
武
家
徳
政
令
」

を
構
成
す
る
諸
法
令
と
共
通
の
発
布
契
機
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
永
五

年
以
降
の
武
家
徳
政
令
が
、
幕
府
が
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
に
接
し
モ
ン
ゴ
ル
に
よ

る
征
服
の
具
体
的
な
危
機
を
確
認
し
た
後
に
発
布
さ
れ
た
の
に
対
し
、
文
永
四

年
令
は
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
「
噂
」
と
い
う
未
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
情
報
に

対
応
し
て
出
さ
れ
た
軍
事
立
法
で
あ
る
点
に
そ
の
個
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
点
が
文
永
四
年
令
の
一
つ
め
の
特
徴
で
あ
る
。
文
永
四
年
令
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
軍
事
立
法
で
あ
る
が
ゆ
え
、
戦
闘
能
力
に
劣
る
女
性
を
「
非

器
」
と
し
て
差
別
の
対
象
に
し
、
鎌
倉
後
期
の
御
家
人
社
会
を
男
性
優
位
の
方

向
に
誘
導
す
る
契
機
を
つ
く
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
文
永
四
年
令
に

み
ら
れ
る
二
つ
の
特
徴
は
、
軍
事
的
危
機
に
極
め
て
敏
感
で
か
つ
戦
闘
的
な
武

人
政
権
鎌
倉
幕
府
の
特
質
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
国
書
に
接
し
て
以
降
、
実
際
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
に
至
る
ま
で
、

鎌
倉
幕
府
の
対
応
は
極
め
て
武
断
的
か
つ
機
械
的
で
あ
り
、
外
交
交
渉
と
呼
べ

る
よ
う
な
「
対
話
」
を
一
貫
し
て
拒
否
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
や
（
幕

府
に
引
き
ず
ら
れ
た
）
朝
廷
の
孤
立
主
義
的
政
策
の
背
景
に
は
神
国
思
想
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
�
。

　

本
稿
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
日
本
の
孤
立
主
義
的
政
策
を
規

（ 　
 

）
２０る

　

定
し
た
要
因
と
し
て
、
神
国
思
想
の
よ
う
な
根
深
い
思
想
的
要
因
の
ほ
か
に
、

戦
争
の
可
能
性
を
目
前
に
認
識
し
た
結
果
、
武
士
の
集
団
で
あ
る
鎌
倉
幕
府
の

武
断
的
本
質
が
露
呈
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
幕
府
は
ク
ビ
ラ
イ
の
国

書
を
開
く
前
か
ら
、
す
で
に
心
理
的
に
は
戦
闘
体
制
に
入
っ
て
お
り
、
戦
闘
能

力
を
基
準
と
し
て
御
家
人
社
会
に
男
性
優
位
の
構
造
を
持
ち
込
む
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）文
永
四
年
の
武
家
徳
政
令
と
延
応
立
法
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
は
三
浦
周
行「
鎌

倉
幕
府
の
土
地
制
度
」
一
○
四
四
・
一
○
五
五
頁
（
同
『
続
法
制
史
の
研
究
』
岩

波
書
店
、
一
九
二
五
年
）
参
照
。
ま
た
、
延
応
立
法
の
発
布
背
景
に
つ
い
て
は
拙

稿
「
鎌
倉
幕
府
御
家
人
役
賦
課
制
度
の
展
開
と
『
関
東
御
領
』」（『
鎌
倉
幕
府
御
家

人
制
の
政
治
史
的
研
究
』
第
二
章
、
校
倉
書
房
、
二
○
○
七
年
、
原
形
初
出
二
○

○
二
・
二
○
○
四
年
）
参
照
。

（
２
）
網
野
善
彦
「
鎌
倉
末
期
の
諸
矛
盾
」（
佐
藤
和
彦
・
小
林
一
岳
編
『
展
望
日
本

歴
史　
　

南
北
朝
内
乱
』
東
京
堂
出
版
、
二
○
○
○
年
、
初
出
一
九
七
○
年
）、
網

１０

野
『
蒙
古
襲
来
』（
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）、
笠
松
宏
至
「
中
世
の
政
治
・
社
会

思
想
」（
前
掲
佐
藤
・
小
林
編
著
所
収
、
初
出
一
九
七
六
年
）。

（
３
）
網
野
善
彦
「
鎌
倉
末
期
の
諸
矛
盾
」
お
よ
び
同
『
蒙
古
襲
来
』、
西
谷
地
「
中

世
前
期
の
災
害
と
立
法
」（『
歴
史
評
論
』
五
八
三
、
一
九
九
八
年
）。
以
下
、
西
谷

地
氏
の
見
解
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
は
、
本
論
文
を
指
す
も
の
と
す
る
。

（
４
）
宝
月
「
本
銭
返
売
券
の
発
生
に
つ
い
て
」（
同
『
中
世
日
本
の
徳
政
と
売
券
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
六
八
年
）。

（
５
）
新
田
『
日
本
中
世
の
社
会
と
法　

国
制
史
的
変
容
』
一
三
四
〜
六
頁
（
東
京
大

│ 
八 
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学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）。

（
６
）
佐
々
木
「
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
所
領
政
策
に
つ
い
て
」（『
中
央
大
学
九
十
周
年

記
念
論
文
集
文
学
部
』
中
央
大
学
、
一
九
七
五
年
）、
本
郷
『
日
本
の
歴
史
六　
京
・

鎌
倉　
ふ
た
つ
の
王
権
』
二
八
〇
頁
（
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
７
）
こ
の
法
令
の
発
布
日
に
つ
い
て
は
『
中
世
法
制
史
料
集
第
一
巻　

鎌
倉
幕
府
法
』

補
注
二
四
参
照
。

（
８
）
註
（
１
）
拙
稿
。

（
９
）「
恩
領
」
と
「
私
領
」
の
区
分
に
つ
い
て
は
筧
雅
博
「
鎌
倉
幕
府
掌
論
」（『
三

浦
古
文
化
』
五
○
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（　

）
七
海
雅
人
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
一
年
）。

１０
（　

）
岡
田
清
一
「
御
家
人
役
の
一
様
態
」（
安
田
元
久
編
『
吾
妻
鏡
人
名
総
覧
』
吉

１１川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。

（　

）
村
井
章
介
「
安
達
泰
盛
の
政
治
的
立
場
」（
同
『
中
世
の
国
家
と
在
地
社
会
』

１２第
二
部
Ⅴ
、
校
倉
書
房
、
二
○
○
五
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）、
井
上
聡
「
神
領
興

行
法
と
在
地
社
会
の
転
換
」（『
土
地
と
在
地
の
世
界
を
さ
ぐ
る
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（　

）
藤
木
『
日
本
中
世
気
象
災
害
史
年
表
稿
』
一
三
二
・
一
三
三
頁
（
高
志
書
院
、

１３二
○
○
七
年
）。

（　

）
註
（
１
）
拙
稿
。

１４
（　

）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
（　

―　

―
２
）
で
校
訂
し
た
。

１５

３０７３

２７

（　

）『
続
史
籍
集
覧　

第
一
冊
』
所
収
。
こ
の
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
遠
藤
珠
紀

１６「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
外
記
日
記
（
新
抄
）』
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
七
三
一
、

二
○
○
九
年
）
参
照
。

（　

）
佐
伯
『
日
本
の
中
世
９　

モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
衝
撃
』
五
七
・
五
八
頁
（
中
央
公

１７論
新
社
、
二
○
○
三
年
）。

（　

）
新
城
常
三
『
鎌
倉
時
代
の
交
通
』
二
七
四
〜
二
七
六
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

１８六
七
年
）。

（　

）
海
津
一
朗
『
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
　

蒙
古
襲
来　

対
外
戦
争
の
社
会
史
』

１９

３２

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。

（　

）
近
藤
成
一
「
蒙
古
襲
来
と
天
皇
」（『
天
皇
・
天
皇
制
を
よ
む
』
東
京
大
学
出
版

２０会
、
二
○
○
八
年
）。

　
〈
付
記
〉
本
稿
は
、
平
成　

・　

年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究

１９

２０

〈
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
〉・
課
題
番
号
１
９
８
２
０
０
０
４
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

本
稿
は
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
で
担
当
し
た
二
○
○
七
年
度
「
日
本
史
特
講
」、

二
○
○
八
年
度
「
日
本
史
学
特
講
」
の
講
義
準
備
過
程
で
得
た
着
想
に
基
づ
い

て
い
る
。
私
の
講
義
を
受
講
し
て
く
れ
た
学
生
各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
う
。
な
お
、
私
が
本
学
教
育
学
部
に
着
任
し
て
か
ら
三
年
間
、
暖
か
く
見

守
っ
て
下
さ
っ
た
白
井
宏
明
先
生
に
本
稿
を
捧
げ
た
い
。
た
び
た
び
先
生
の
研

究
室
に
お
邪
魔
し
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
お
話
が
、
自
分
の
血
肉
に
な
っ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
先
生
の
ご
退
職
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
心
か
ら
寂

し
く
思
う
。

（
二
〇
〇
九
年
九
月
三
〇
日
提
出
）

（
二
〇
〇
九
年
十
月
十
六
日
受
理
）

│ 
九 
│
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"Rumor" of Mongolia raid and Kamakura shogunate morality 

government ordinance of year of four of Bunei

Ryo SHIMIZU

Keywords：The Kamakura shogunate morality, abnormal weather, Sō ryō  system, 

Mongolia raid, woman

　　The promulgation opportunity and the influence of these laws have not been necessarily 

concretely verified though the Kamakura shogunate morality government ordinance of year of 

four of Bunei has been understood as a countermeasure to the crisis of the impoverishment of 

Gokenin place territory by the social change by the famine of Shoka and the Mongolia raid so far. 

Then, a historical meaning peculiar to the Kamakura shogunate morality government ordinance of 

year of four of Bunei was examined by examining the promulgation opportunity of the Kamakura 

shogunate morality government ordinance of year of four of Bunei and the social influence of this 

law in this text. As a result, it was clarified that a foreign factor to start assuming the war against 

Mongolia and to maintain and to recover Gokenin place territory had worked by having received 

information that Mongolia attacked Japan from a domestic factor and Korea of controlling 

fluidizing Gokenin place territory according to Gokenin's impoverishment by abnormal weather 

immediately before promulgation of the law at the promulgation opportunity of Kamakura 

shogunate morality government ordinance of year of four of Bunei. The point of having taken 

warlike reaction that assumes the war at the stage where it touched "Rumor" of the Mongolia raid 

correspondence is one of the features of the Kamakura shogunate morality government ordinance 

of year of four of Bunei. And, woman's place territory enfeoffment is limited because it was Gokenin 

place territory recovery order of military priority, and another feature of the Kamakura shogunate 

morality government ordinance can be found to the point to have created the opportunity when 

the structure of male domination arose in the Gokenin society of the Kamakura latter term.




